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DIC NavBP k上pX Overlay
ー
図6．免疫蛍光染色による好アルカリ性細菌仇c/肋sp,ﾂGMbmm"'，OF4各株のNavBPとMcpX
の細胞内局在の観察｡"Overlay''はNavBPとMcpXの画像の重ね合わせ､バー は5〃mを示す。
次に､生細胞内でのNavBPの細胞内局在を観察するため､NavBP-CFPを発現するブﾗｽﾐドを
構築し､NavBP欠損株(SC34株)に形質転換し､その局在を確認した(図7)｡
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図7，好アルカリ性細菌
察｡NavBP欠損株(SC34
一
脚c""pseWb/7肋【"OF4株のにおけるNavBP-CFPの細胞内局在の観
株)にNavBP-CFPを発現するプラスミドpSC-CFP(A)またはCFPを発現
eー ー
するプラスミドpCFP(B)を形質転換し､蛍光顕微鏡で観察した｡バーは5ﾉ』mを示す
NavBP--CFPは細胞の極に局在した｡CFPのみを発現させた場合にはこのような局在は観察され
なかった｡抗CFP抗体を用いたウエスタンブロッテイングにより、NavBP-CFPは膜画分に、CFPは
細胞内画分に発現していることを確認した｡またNav3P-CFPを発現するプラスミドはNavBP欠損
株(SC34株)における運動性､走化性異常を相補するが､CFPのみを発現するプラスミドは相補し
ないことを確認した(データは示していない)．これらの結果からNavBP-CFPは機能的であり、
NavBPが極に局在することが強く示唆された。
4.結論
好アルカリ性細菌Bac"/t/spse"db励加"sOF4株の中性環境での運動性が低下する理由は､べ
ん毛の発現が抑制されるからではなく、中性環境下ではNa+駆動型のべん毛モーーターがH』により
競合阻害を受けているという可能性や、中性環境下における電気化学的ポテンシャルの低さが影
響している可能性が考えられた｡一般に､pH7付近まで生育が可能な好アルカリ性細菌は､生育
においてアルカリ性よりも中性環境下でより多くのNaを要求する性質があり[1]､べん毛モーターに
おいても同様なのではないかと示唆された。運動性向上株の高粘性液体培地やアルカリ性軟寒
天培地上での運動性の向上には､べん毛の本数の増加により複数のべん毛が束になった構造を
形成したことが起因していると考えられた。
また､NavBPとMcpXが細胞の極で共局在していること､NavBP欠損株の走化性異常はMcpX
の脱局在化が寄与している可能性が示唆された｡桿菌においてMCPは細胞の極に局在化するこ
とが知られているが、膜電位駆動型チャネルが極に局在しているという報告例はこれまでになく、
新規性の高い発見である。これらは共局在していることから相互作用している可能性があり、好ア
ルカリ性細菌だけでなくイオンチャネルの研究においても興味深い結果であると考えられた．
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